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が明らかとなった。本研究で実施したTALEを用いた PU.1 － 14kb エンハンサーの活性化によって細
胞表面抗原の発現量は変化し，造形細胞への運命決定が促進されることが示された。すなわち，単一
細胞遺伝子発現解析の結果，PU.1－14kb エンハンサーの活性化は同細胞内の転写因子ネットワークが
内皮系から造血系へと推移させた。
以上の結果は，PU.1－14kb エンハンサーの造血細胞分化に果たす重要性が明らかになるとともに，
TALEを用いた標的ゲノム編集が今後，転写因子ネットワークのみならずシス調節要素の解析におい
ても有用であることを示唆する。
本論文は，転写活性化因子様エフェクター（TALEs）を用いて，造血転写因子のネットワークに
ついて興味深い結果を得ており，歯周疾患との関連性や再生治療についても議論されており，本論文
は博士（歯学）の学位に相応しいものと判定する。
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